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大質量星は進化の最後に重力崩壊を起こして中性子星やブラックホールなどのコンパクト天体を形成すること
が知られているが、そのメカニズムや観測シグナルには多くの不定性が残されている。その解明のためには、微
視的物理過程を詳細に考慮し近似を用いない第一原理シミュレーションが必要である。
重力崩壊現象では開放される重力エネルギーの 99%以上をニュートリノが運ぶことが知られており、周囲の物

質との相互作用が巨視的ダイナミクスに大きな影響を与える。そのため、数値計算を行う上では厳密なニュート
リノ輻射輸送計算が極めて重要となる。熱平衡状態にないニュートリノの輸送は位相空間分布関数に関するボル
ツマン方程式によって記述されるためそれを直接解くことが最も望ましいが、位相空間 6次元の方程式となるた
め計算コストの高さから近似的ニュートリノ輸送が広く用いられてきた。しかし、それらの近似法によって結果
が変わってしまうと考えられており、やはりボルツマン方程式を直接解く重力崩壊計算が必要である。
我々のグループはこれまで世界で唯一、空間多次元ボルツマン方程式を解く重力崩壊型超新星計算を行なってき

ている。本研究では、当計算コードを一般相対論的に拡張を行った。本講演では一般相対論的計算の第一段階と
した固定計量での原子中性子星冷却について、および富岳を用いた今後の重力崩壊計算の展望について議論する。


